
「平和団塊世代」が長寿モデルに 

やや失礼とは知りながら、敗戦後の一九四七～一九四九年に生まれた人びとを、ここで

も「団塊の世代」と呼んでいます。ご存知のように一九七六年に作家の堺屋太一さん（２

０１９・２・８去世８３歳）が『団塊の世代』を書いて、そのボリュームゆえの社会的影

響を指摘して以来の呼び名であり、教育の現場や就職、結婚などでみんなが納得して用い

ることで流行語になったのですが、カタカナの「戦後ベビーブーマー」では実感において

とてもかなわない。いまでも約六五〇万人というボリュームを保持しています。 

ですが、本稿では「平和団塊の世代」と呼んでいます。 

同じく二○○万人を越えて生まれた一九五○年と、少数とはいえ本稿の課題である「平

和」では決して存在を無視してはいけない終戦翌年である一九四六年生まれの一四〇万人

の人びとを含んでいます。この戦後五年間の「平和団塊」世代は、二一世紀を迎えたとき

一○三七万人（二〇〇〇年一〇月）で、いま約九五六万人（二〇一七年一〇月）を数える

戦後ッ子の人びとを指しています。 

このアクティブ・シニア、高齢者ニューフェイスの「平和団塊」の人びとが、二〇二五

年に七五歳に達して、なお「人生一〇〇年」をめざして創出する史上初の平和裏の長寿社

会、本稿の「三世代平等型の長寿社会」が、ニッポン発二一世紀オリジナルの重要な「和

風」事業なのです。 

「平和団塊」の人びとは戦後七〇年余のあいだ、強直で骨太の先輩に引きまわされながら

精いっぱいに生きてきて、おおかたの人の髪は白くなりました。「戴白の老」です。 

「戴白の老も干戈を睹（み）ず」 

というのは、髪が白くなった老人すら人生に一度も戦争に出合わなかったという幸運な

人生を伝える良いことばです。それはいかに歴史上に「戦乱」のときが多く長く、「平和」

が少なく短かったかを伝えています。 

戦後七○年、「平和団塊の世代」のみなさんが「干戈を睹ず」に暮らしてきたことは確か

です。二〇世紀後半の日本がそういう歴史的に稀有な平和な時代であり、そこに生まれあ

わせて過ごしてこられたことをなによりの幸せと感じられるのがこのことばです。二〇一

八年一二月二三日の明仁天皇の天皇としての「最後のおことば」にも「平成」期が「平和」

を守りえた安堵を述べておられました。そのためには「戦禍の記憶」をのちの世代に語り

継ぐことが何よりも必要であると言い添えて。 

内に「戦禍」を秘めて外に「平和」をもとめた先人が次第に少なくなり、胸中を占める

「平和」を守るために外に「軍備」を必要とする後人が多くなります。戦後七〇年と「平

成」の改元とはその折り返し点、つまり新たな「戦前」へと移る折り返し地点を予感させ

ます。政治的軍事的な隣国からのゆさぶりそそのかしを受けて、世論はいきおい「軍国化」

に傾きます。平和から戦争へ（戦間期）と振り子意識が働いてゆくのは、歴史の繰り返し

と知りながら同じ道を選ばざるを得ないからです。 

次の「戦前」へとリピートする予兆。 



そういう日本国内に生じる芽を未萌のうちに摘みつづけるためには、「戦禍の記憶」を世

代伝授しつづけること。とくに「平和団塊」のみなさんが、先人として胸中に保持する「戦

禍の記憶」を後人の胸中へと伝え継ぎながら、みずからは「人生一〇〇年」を目標としつ

つ、二〇四七年の「非軍事平和憲法」制定一〇〇年記念の祝典まで護持していく覚悟を固

めるしかないのです。 

「昭和の日」は、それを確認するための祝日なのです。 

（論考：『史上初の「三世代平等社会」 ～百年不撓の人生を体現して』～から） 

 


